
学校番号 106 

令和２年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 古典 B 
単位

数 
２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「古典 B」 （文英堂） 

副教材等 
古文単語 330（いいずな） これからの古典文法（尚文） 

新総合図説国語（東京書籍） 完成日本文学史ノート（京都書房） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

古典 Bでは、様々な古文や漢文を読み、昔の人々の生活やものの見方などに触れながら、考え

を深めていきます。読解に必要な古文単語、文法事項、古典常識についても学んでいきます。何

度も繰り返し学習し身に着けていくことが大切ですので、予習・復習、課題やテスト勉強にはし

っかり取り組んでください。 

 

２ 学習の到達目標 

古文や漢文の読解を通じ、ある点では普遍的な人々のものの考え方や見方に触れ、言語文化へ

の関心や言語感覚を高める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:読む能力 c:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

グループ、ペアでの活動や、

音読、発言、発表など、授業

に積極的に参加している。課

題や小テストなど、自学自習

に取り組んでいる。今と昔の

共通点や相違点に目を向け、

言語文化に対する関心を深め

ている。 

古文単語、助動詞や敬語などの

文法事項、古典常識等の知識を

用いて、古文や漢文を的確に読

み取っている。 

古文単語、助動詞や敬語な

どの文法事項、古典常識、文

学史等の知識を身に着けて

いる。 

評
価
方
法 

行動の観察 

小テスト 

提出物 

定期考査 

提出物 

小テスト 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

  



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a ｂ c  
 

１
学
期 

古
文
・文
法 

古文「刑部卿敦兼と、その北

の方」 

文法「助動詞①」 

古文「文字の一つ返し」 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

ａ:積極的に参加している。 

ｂ:的確に読み取る。 

ｃ:単語調べ、文法ワーク 

行動の観察 

提出物 

小テスト 

定期試験 

文
法
・古
文
・漢
文 

文法「助動詞③④」 

古文「相模守時頼の母は」 

漢文「漁父利」 

 

文法「助動詞⑤⑥」 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

ａ:積極的に参加している。 

ｂ:的確に読み取る。漢文を

訓読する。 

ｃ:単語調べ、文法ワーク 

行動の観察 

提出物 

小テスト 

定期試験 

２
学
期 

文
法
・古
文 

文法「敬語」 

古文「渚の院」「小野の雪」 

古文「中納言参りたまひて」 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ａ:積極的に参加している。 

ｂ:的確に読み取る。 

ｃ:単語調べ、文法ワーク 

行動の観察 

提出物 

小テスト 

定期試験 

漢
文
・文
法
・古
文 

漢文「漢詩」 

文法「助詞」 

古文「源氏の五十余巻」 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

ａ:積極的に参加している。 

ｂ:的確に読み取る。漢詩を

正しく音読する。 

ｃ:単語調べ、文法ワーク 

行動の観察 

提出物 

小テスト 

定期試験 

３
学
期 

古
文
・漢
文 

古文「桐壺」 

漢文「鴻門之会」 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ａ:積極的に参加している。 

ｂ:的確に読み取る。漢文を

訓読する。 

ｃ:単語調べ、文法ワーク 

行動の観察 

提出物 

小テスト 

定期試験 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b: 読む能力  c: 知識・理解 

※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


